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第７回定例会

　

第
７
回
定
例
会
は
12
月
13
日
に
開
会
、
20
日
ま
で
の
8
日
間
を
会
期
と
し
て
開
か
れ

ま
し
た
。

　

町
か
ら
は
行
政
報
告
が
3
件
示
さ
れ
た
ほ
か
、
条
例
の
全
部
・
一
部
改
正
が
3
件
、

一
般
会
計
を
含
む
5
会
計
の
補
正
予
算
、
指
定
管
理
者
の
指
定
2
件
の
提
案
が
あ
り
、

全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

15
・
16
日
の
一
般
質
問
で
は
、
9
人
の
議
員
が
登
壇
し
19
項
目
に
わ
た
っ
て
理
事
者

へ
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
を
可
決

定
管
理
者
の
指
定
2

件
と
、
指
定
に
関
わ

る
債
務
負
担
行
為
の
追
加
を

含
む
一
般
会
計
の
補
正
予
算

に
つ
い
て
町
か
ら
提
案
が
あ

り
、
審
議
を
行
っ
た
結
果
、

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
及
び
御

影
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
つ
い

て
は
、
平
成
19
年
度
か
ら
引

き
続
き
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
清
水

町
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
協
会
」が
、

指

社
会
体
育
施
設
６
施
設
（
体

育
館
・
農
業
研
修
会
館
・
柔

道
場
・
体
育
館
前
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
・
町
民
野
球
場
・
有

明
公
園
多
目
的
広
場
）
に
つ

い
て
は
、
平
成
26
年
度
か
ら

引
き
続
き
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
清

水
町
体
育
協
会
」
が
指
定
管

理
者
と
な
り
、
各
施
設
の
管

理
・
運
営
を
担
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

指
定
の
期
間
は
平
成
29
年

4
月
1
日
か
ら
5
年
間
で
す
。

　

町
か
ら
は
、「
公
募
の
結
果
、

ど
ち
ら
も
一
団
体
の
み
の
応

募
で
あ
り
、
公
募
委
員
を
含

む
6
名
で
構
成
す
る
指
定
管

理
者
選
定
委
員
会
で
こ
れ
ま

で
の
実
績
と
要
件
を
満
た
し

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
を
受
け
、
候
補
者

と
し
て
選
定
し
た
」
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

契
約
の
締
結
に
よ
り
発
生

す
る
指
定
管
理
者
委
託
料
の

総
予
算
限
度
額
は
、
管
理
運

営
に
関
す
る
５
か
年
の
収
支

計
画
に
基
づ
い
て
算
定
し
、

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
・
御
影
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
場
運
営
管
理
が

１
億
７
７
９
８
万
円
、
社
会

体
育
施
設
運
営
管
理
が
１
億

６
６
３
６
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。　

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
や
体
育
館
な
ど
８
施
設
の

条例の全部改正・一部改正
●�農業委員会の選挙による委員定数条例の全部改正�
　農業委員の選出方法がこれまでの公選制（選挙）か
ら議会の同意を要件とする町長の任命制に変更された
ことに伴い、標題及び趣旨規定を「委員の定数を定め
る条例」に改め、委員定数を17人とする。

●職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部改正
　・介護休暇の分割取得を可能とする。
　・�最長で連続して３年間、１日につき２時間までの
介護時間を新設。

　・育児休業等に関わる子の範囲を拡大。

●職員の育児休業等に関する条例の一部改正
　・�育児休業を取得できる子の範囲拡大など。

アイスホッケー協会は指導体制が充
実しており、主催事業や大会につい
ても数多く開催している。

体育協会主催の「しみず子ども体力
づくり塾」では、工夫を凝らした様々
な取り組みが行われている。

第７回定例会で可決した議
会
の
２
常
任
委
員
会
を

「
総
務
産
業
常
任
委
員
会
」　

「
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
」　

　
　
　
　
　
　
　
に
変
更

　

定
例
会
最
終
日
の
12
月
20

日
に
、
議
会
委
員
会
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
、
原
紀

夫
議
員
か
ら
議
案
の
提
出
が

あ
り
、
審
議
の
結
果
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

改
正
内
容
は
、
こ
れ
ま
で

の
総
務
文
教
と
産
業
厚
生
の

2
常
任
委
員
会
を
、
総
務
産

業
と
厚
生
文
教
の
２
常
任
委

員
会
に
変
更
す
る
も
の
で
す
。

意見書の提出
　次の意見書は、第７回定例会において審議の結
果、可決され、議会はこれを関係行政庁に提出し
ました。
◆�ＪＲ北海道への経営支援を求める意見書



2清水町議会だより
平成29年２月　148号

第７回定例会 行政報告/審議結果

　昨年10月に実施された平成27年国勢調査の人口、世帯数が確定した。
　本町の人口については、男性4,683人、女性4,916人の計9,599人で、前回の平成22年国勢調査と比
較すると、362人、約3.6パーセントの減少となった。世帯数については、4,131世帯で、前回調査に
比べ34世帯、約0.8パーセントの増加となった。また、本町の65歳以上の人口は3,330人となり、前
回調査に比べ253人、約8.2パーセント増加し、高齢化率は約34.7パーセントとなった。

町道清水基線道路の車両転落事故について（12/13）
　12月２日午後４時55分頃、町道清水基線道路において、清水市街地から御影方面に向かって走行し
ていた乗用車が、台風10号の被災により陥没した箇所に車両ごと転落する事故が発生した。車両には
男性会社員１名が乗車しており、町内の病院において首の手当てを受け帰宅された。
　事故が発生した箇所は、通行止めの交通規制を行っており、道路中央部と左側のセィフティーコー
ンとバーが何らかの理由により移動され、発生した事故であった。この件に関しては、現在新得警察
署において事故の捜査中であり、男性会社員との協議についても弁護士に委任し対応していく。

平成27年国勢調査における調査結果の確定について（12/13）

行 政 報 告

◇ 社会保障・税番号制度システム整
備業務委託料
◇ セキュリティクラウド接続設定変
更委託料
◇社会福祉協議会補助金
◇臨時福祉給付金費
◇ 環境保全型農業直接支援対策事業
交付金
◇ 中小企業近代化資金利子補給等補
助金
◇とかち広域消防事務組合負担金
◇社会体育奨励事業報償
◇給食用賄材料費

一般会計
（12・13回目の補正）

83万円の増額

158万円の増額

212万円の増額
3,306万円の増額
97万円の増額

116万円の増額

571万円の増額
87万円の増額
100万円の増額

５億 3,328万円 増
総額105億628万円

一般会計の主な補正（歳出）

【以下、災害費の主な補正予算】
◇災害廃棄物収集委託料
◇ 被災農業者経営体育成支援事業補
助金
◇ ペケレベツ川第１取水口災害復旧
事業負担金

3,038万円の増額
4億2,720万円の増額

908万円の増額

平成28年度　補正予算

鳥インフルエンザの発生について（12/20）
　12月16日午前10時46分に十勝家畜保健衛生所から町内の養鶏場において採卵鶏30羽が死んでいる
との報告を受け、その後12時49分にＡ型鳥インフルエンザの陽性反応が確認されたとの報告を受けた。
同日午後10時30分には、遺伝子検査の結果が判明し、道内初（国内では本年５例目）となる高病原性
鳥インフルエンザと確認された。
　この結果を受けて、十勝総合振興局に対策本部が設置され、翌17日には殺処分作業等が開始された。
殺処分の対象となる採卵鶏は、ひな鳥を含めると約28万４千羽となった。国の指針では24時間以内に
殺処分をし、72時間以内に焼却又は埋却しなければならないこととなっているが、計画どおりに作業
が進まず、20日午前７時に埋却が完了した。

議会活性化特別委員会
中間報告

【調査・検討項目】
　全員協議会で提起された４項目（議員定数、
議員報酬、委員会の所管、委員任期）に限定せ
ず、課題について幅広く調査・検討を行うこと
になり、本委員会で提起された10項目を加え
て進めることとした。

【常任委員会の所管】
　現在は総務文教と産業厚生になっているが、
近年は総務部局と産業部局が連携して進めてい
る事業が多く、子育てに関することは厚生部局
と文教部局の連携が不可欠であるため、総務産
業と厚生文教に変更することになった。

【今後について】
　調査・検討項目として14項目が挙げられて
おり、進める順序としては、本委員会で提起し
た10項目は議会運営関係、広報広聴関係、そ
の他の順にグループ分けして調査・検討を行う
こととし、全員協議会で提起された４ 項目も、
適宜、調査・検討を始めることになっている。

　平成28年第７回定例会で議会活性化特別委員会
から中間報告がありました。概要は次のとおりです。

●●●●●●●●● ●●●●●●●●●
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第７回定例会
町政を問う！ 一般質問

12
月
定
例
会
で
は
９
人
の
議
員
が
理
事
者
に
対
し
、

19
項
目
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
質
問
と
答
弁
は
要
約
し
て
あ
り
ま
す
。

町
政
を
問
う
！

高
薄
町
政
４
期
16

年
の
検
証
と
今
後口田邦男議員

高
薄
町
長

安
心
安
全
と
子

ど
も
た
ち
の
未

来
の
た
め
の
ま

ち
づ
く
り

高
薄
町
長

公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
策
定
業

務
の
進
行
状
況

原
　
紀
夫

　
議
員

高
薄
町
長

一
般
質
問

原　紀夫議員

農
地
復
旧
の

現
状
と
対
策

桜井崇裕議員

高
薄
町
長
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図
書
館
・
郷
土

史
料
館
の

活
性
化
と
運
営

第７回定例会
町政を問う！ 一般質問

安
心
・
信
頼
で

き
る
介
護
保
険

制
度
へ

高
薄
町
長

木
村
好
孝
　
議
員

高
薄
町
長

介
護
保
険
の

「
総
合
事
業
」

実
施
に
あ
た
っ
て

町
営
牧
場
の
平
成

29
年
度
の
受
入
れ

桜
井
崇
裕
　
議
員

高
薄
町
長

木村好孝議員

伊
藤
教
育
長

北村光明議員

5 清水町議会だより
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高
薄
町
長

女
性
活
躍
推
進
法

に
基
づ
く
特
定
事

業
主
行
動
計
画

第７回定例会
町政を問う！ 一般質問

北
村
光
明

　
議
員

北
村
光
明

　
議
員

高
薄
町
長

清
水
町
の
医
療
計

画
と
医
療
構
想

高
薄
町
長

老
人
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
活
用

奥秋康子議員

災害ボランティアの受入拠
点となっていた清水町老人
福祉センター
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歩
行
者
の
た
め
、

ま
ち
な
か
に
仮
設

ト
イ
レ
の
設
置
を

奥
秋
康
子
　
議
員

高
薄
町
長

災
害
に
お
け
る
危

機
管
理
と
防
災
・

減
災
へ
の
考
え
方鈴木孝寿議員

高
薄
町
長

災
害
に
お
け
る

農
業
被
害
へ
の

取
り
組
み

鈴
木
孝
寿
　
議
員

高
薄
町
長

今
後
の
清
水
町
の

財
政
健
全
化
に
向

け
た
取
り
組
み

鈴
木
孝
寿
　
議
員

高
薄
町
長

第７回定例会
町政を問う！ 一般質問

１月10日に仮復旧工事が完了し、通行が
可能となった町道清水基線道路（新錦橋）

7 清水町議会だより
№148　2017年２月

台
風
10
号
に
お
け

る
復
旧
対
策

佐藤幸一議員

高
薄
町
長

学
校
給
食

佐
藤
幸
一

　
議
員

伊
藤
教
育
長

平
成
29
年
度
の

予
算
編
成
方
針

安田　薫議員

高
薄
町
長

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ

の
利
活
用

安
田

　
薫

　
議
員

伊
藤
教
育
長

第７回定例会
町政を問う！ 一般質問

今年もアイスアリーナで行われた
新年氷上まつり（1月1日）
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◇台風による災害復旧事業の進捗状況等について
　家屋等に係る被害状況については全壊が37件、半
壊11件、一部損壊22件、床上浸水11件、床下浸水48
件で、合計129件が被害を受けた。
　農業用水については石山系統が10月14日に通水を
完了。円山系統については11月15日に施設及び管路
の応急復旧工事が終了した。
　農地及び排水路については道が管轄する河川沿いの
農地は道が災害復旧を実施することとなった。

【会期：11月30日】第６回臨時会臨時議会
DIGEST

ダイジェスト
条例の一部改正、補正予算などを可決

　平成28年第６回臨時会では、行政報告が２件示されたほか、条例の一部改
正２件、損害賠償の額の決定及び和解、６会計の補正予算の審議を行い、すべ
て原案のとおり可決しました。

行政報告

条例の一部改正

◇町体育館の煙突用断熱材除去について
　11月24 日の臨時点検で剥離した断熱材がたまって
いることを発見。専門業者に修理の依頼を行い、断熱
材の除去を早急に行う。

平成28年度 補正予算
395万円 増

総額99億7,300万円

◇職員人件費
◇公衆浴場給水ユニット交換工事
◇倉庫借上料（衛生車庫損壊のため）
◇道路管理事故賠償金

151万円の増額
156万円の増額
12万円の増額
12万円の増額

一般会計
　（11回目の補正）

一般会計の主な補正（歳出）

【損害賠償の額の決定及び和解の内容】
　平成28年８月31日午前11時50分ごろ、町道御
影12号道路において、旭山方面から御影方面へ
走行していた軽自動車が、台風の影響により芽室
川が氾濫した平和橋で道路が崩落していたため転
落。平和橋の御影側については通行止め等の安全
対策を行っていたが、旭山側については通行止め
等の安全対策が遅れ、事故を防ぐことができなか
った。相手の方と話し合いを行い、町の過失割合
を70％とし、121,241円を支払うことで和解した。

559万円の増額
500万円の増額
531万円の増額
198万円の増額
3,518万円の増額

平成28年度 補正予算

17億 189万円  増 総額  122億 817万円

◇煙突アスベスト気中濃度測定委託料
◇災害弔慰金
◇いきいきふるさとづくり寄附報償
◇町議会議員補欠選挙事務費
◇町道除雪委託料

一般会計
　（14・15回目の補正）

一般会計の主な補正（歳出）

【会期：1月16日】第１回臨時会

一般会計補正予算などを可決
　平成29年第１回臨時会では一般会計補正予算、第２回臨時会では一般会計
と水道事業会計の補正予算の審議を行い、すべて原案のとおり可決しました。

【会期：1月27日】第２回臨時会 臨時議会
DIGEST

ダイジェスト

行政報告（1/27）
◇ 鳥インフルエンザの防疫措置終了に
ついて

　1月15日午前０時をもって、鶏や卵の移
動制限を含むすべての制限が解除された。
　現在、北海道が中心となり防疫作業の課
題や対応方法等の検証作業が行われており、
本町としても、今後このような事案が発生
しないように国や道と連携を密にし、万全
な体制を構築するとともに、万が一発生し
た場合でも迅速な対応ができるよう努力す
る。
　発生農場の補償等については、道が主体
となり対応中であるが、本町としても補償
制度で対応しきれない部分について協議し
ていきたい。

200万円の増額
2億7,700万円の増額
7億2,580万円の増額
4,201万円の増額

◇被災者再建義援金
◇道路橋梁災害復旧工事
◇農地・農業用施設災害復旧工事
◇牧場農地・施設災害復旧工事

【以下、災害費の主な補正予算】

◇職員の給与に関する条例の一部改正
　人事院勧告に準じた勤勉手当や扶養手当等の改正　

◇常勤特別職員の給与に関する条例の一部改正
　人事院勧告に準じた期末手当支給率の改正　
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委員会
レポート

　委員会活動として閉会中に行った所管事務
調査の内容を、各委員会は平成28年第７回
定例会において報告しました。
※ 内容は要約されています。報告書はホー
ムページでご覧になれます。

産
業
厚
生
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会  

調
査
報
告

幼
稚
園
・
保
育
所
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

　

施
設
の
老
朽
化
や
認
定

こ
ど
も
園
へ
の
移
行
な
ど

様
々
な
課
題
を
抱
え
る
幼

稚
園
・
保
育
所
の
現
状
と

課
題
、
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

本
町
の
幼
稚
園
・
保
育

所
の
４
施
設
の
入
所
児
童

数
は
、
平
成
28
年
４
月
現

在
で
合
計
３
０
６
名
、
就

学
前
児
童
数
に
対
す
る
入

所
割
合
は
約
70
％
と
な
っ

て
い
る
。
個
々
の
施
設
ご

と
の
入
所
状
況
を
見
る
と
、

幼
稚
園
は
定
員
の
半
数
以

下
で
あ
る
が
、
保
育
所
は

定
員
ぎ
り
ぎ
り
、
若
し
く

は
超
え
て
い
る
。

　

施
設
の
多
く
が
建
築
後

30
年
か
ら
40
年
を
経
過
し

て
い
る
が
、
順
次
必
要
な

箇
所
の
修
繕
・
改
修
が
行

わ
れ
て
お
り
、
良
好
な
保

育
環
境
に
向
け
た
努
力
が

さ
れ
て
い
る
。

　

保
育
所
の
職
員
数
は
配

置
基
準
を
満
た
し
て
は
い

る
が
、
個
別
の
状
況
や
延

長
保
育
、
未
満
児
か
ら
の

利
用
を
希
望
す
る
保
護
者

が
増
え
て
い
る
部
分
も
あ

り
、
臨
時
職
員
の
増
員
や

５
交
代
勤
務
の
シ
フ
ト
制

で
対
応
し
て
い
る
。

　

幼
稚
園
と
保
育
所
の
良

さ
を
合
わ
せ
持
つ
認
定
こ

ど
も
園
に
つ
い
て
は
、
整

備
計
画
に
合
わ
せ
て
調
査

を
し
て
進
め
て
い
き
た
い
。

施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応

に
つ
い
て
は
、
台
風
災
害

に
よ
り
遅
れ
て
は
い
る
が
、

平
成
29
〜
30
年
度
中
に
整

備
計
画
を
定
め
た
い
と
の

考
え
を
伺
っ
た
。

　

し
か
し
、
地
震
な
ど
の

災
害
を
考
え
る
と
早
急
に

検
討
し
策
定
す
る
必
要
が

あ
る
。
多
数
の
委
員
か
ら

「
洋
式
ト
イ
レ
が
少
な
い

と
こ
ろ
が
あ
り
、
早
く
入

れ
た
ほ
う
が
よ
い
」
と
い

う
意
見
が
あ
っ
た
が
、「
今

後
策
定
す
る
整
備
計
画
に

沿
っ
て
無
駄
な
投
資
に
な

ら
な
い
よ
う
な
整
備
を
考

え
る
べ
き
」
と
の
意
見
も

あ
っ
た
。

　

整
備
計
画
の
検
討
に
際

し
て
は
、
現
在
の
利
用
状

況
、
将
来
の
利
用
希
望
の

把
握
の
ほ
か
、
少
子
化
対

策
も
踏
ま
え
、
子
育
て
支

援
に
対
す
る
町
民
の
関
心

や
理
解
を
深
め
な
が
ら
行

政
と
し
て
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

防
災
マ
ッ
プ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

① 

８
月
22
日
調
査

　

平
成
27
年
度
に
全
戸
配

布
し
た
防
災
マ
ッ
プ
を
通

し
て
、
防
災
の
取
り
組
み

に
関
す
る
調
査
を
行
っ
た
。

　

浸
水
想
定
区
域
に
つ
い

て
は
、
十
勝
川
の
み
の
記

載
に
と
ど
ま
り
、
現
在
の

気
象
環
境
下
で
は
不
十
分

と
の
見
解
が
出
さ
れ
て
い

る
の
で
、
現
在
、
北
海
道

に
お
い
て
見
直
し
を
進
め

て
い
る
。

　

災
害
時
の
情
報
伝
達
は
、

北
海
道
情
報
管
理
シ
ス
テ

ム
が
構
築
さ
れ
て
お
り
、

公
共
情
報
放
送
機
関
と
の

連
携
に
よ
り
テ
レ
ビ
等
か

ら
情
報
が
発
信
さ
れ
る
。

防
災
行
政
無
線
や
携
帯
電

話
等
へ
の
メ
ー
ル
配
信
な

ど
も
構
築
さ
れ
て
い
る
が
、

停
電
時
等
の
対
応
に
つ
い

て
は
盤
石
と
は
言
い
難
い
。

　

避
難
時
の
対
応
で
は
、

要
支
援
者
に
つ
い
て
災
害

時
要
援
護
者
避
難
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
が
構
築
さ
れ
て

い
る
一
方
で
、
自
主
防
災

組
織
と
し
て
の
町
内
会
の

役
割
が
大
き
く
な
っ
て
き

て
お
り
、
情
報
共
有
の
方

法
等
を
模
索
す
る
と
の
こ

と
。
個
人
情
報
保
護
の
観

点
か
ら
難
し
さ
も
伴
う
が
、

各
町
内
会
の
個
別
事
情
を

踏
ま
え
た
プ
ラ
ン
構
築
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

②
11
月
30
日
調
査

　

前
回
の
調
査
は
９
月
に

報
告
す
る
予
定
で
あ
っ
た

が
、
８
月
末
の
台
風
災
害

に
よ
り
状
況
が
変
わ
っ
た

た
め
継
続
調
査
と
し
た
。

　

マ
ッ
プ
へ
の
反
映
が
不

十
分
と
さ
れ
て
い
た
ペ
ケ

レ
ベ
ツ
川
等
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
に
お
い
て
水
位
周

知
河
川
指
定
の
準
備
を
進

め
て
お
り
、
そ
の
指
定
に

伴
い
氾
濫
注
意
水
位
・
避

難
判
断
水
位
・
氾
濫
危
険

水
位
が
決
ま
り
、
情
報
が

提
供
さ
れ
る
。

　

今
回
の
台
風
災
害
を
経

験
し
て
、
防
災
マ
ッ
プ
に

は
そ
れ
を
教
訓
と
し
た
信

頼
性
が
必
要
に
な
る
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
足
り
な
い

と
い
う
限
界
性
も
あ
る
。

　

地
域
防
災
計
画
の
見
直

し
、
防
災
マ
ッ
プ
の
更
新

に
つ
い
て
は
、
信
頼
性
と

限
界
性
の
２
つ
の
面
を
明

確
に
提
示
で
き
る
形
の
も

の
を
作
成
願
う
こ
と
と
し

調
査
を
終
了
し
た
。

施設の状況を確認するため、
町内４施設の現地視察も行った。

（写真 ：清水幼稚園）

平成27年に全戸配布された清水町
防災ガイドマップ。対象地区を６
地区に分けて作成されている。



11
月

15日
　北海道若手市議会議員の会 行政視察 来町
28日
　産業厚生常任委員会
29日
　議会運営委員会
30日
　第６回町議会臨時会
　全員協議会　
　総務文教常任委員会

12
月

2日
　議会活性化特別委員会
６日
　議会運営委員会
13日・15日・16日・20日
　第７回町議会定例会
13日
　総務文教常任委員会
16日・30日
　全員協議会

１
月

16日
　第１回町議会臨時会
　議会運営委員会
19日
　議会活性化特別委員会
27日
　第２回町議会臨時会
　全員協議会　
　総務産業常任委員会
　厚生文教常任委員会　
　議会運営委員会

２
月

7日
　議会運営委員会
9日
　全員協議会

閉会中の委員会活動
総務産業常任委員会

・所管に関する事項について
議会運営委員会 ・議会の運営とその諸規定について

・議長の諮問に関する事項について

・所管に関する事項について
議会のうごき

議会を傍聴してみませんか

開 会
３月７日
（火曜日）

　３月定例議会は３月７日に開会を予定しています。
　傍聴は町議会での審議の状況を直接ご覧になることができる身
近な方法です。
　傍聴の手続きは、受付簿に住所・氏名を記入するだけですので、
気軽においでください。

清水町議会ホームページ　http://www.town.shimizu.hokkaido.jp/gikai
清水町議会事務局 e-mail　gikai@town.shimizu.hokkaido.jp

　時代の趨
すう

勢
せい

から関連所管が交錯する事態を踏まえ、常任委員会
を総務産業、文教厚生に構成替えしました。
　所管事務調査（町の仕事について調べること。そして、改善・
改良すべきことを指摘したり、政策提案するもの）は委員会に与
えられた権限であり、政策立案を本来の目的としていますが、立
案まで至る事例は多くありません。
　皆さんの声を反映することができる立案を数多く提出できる委
員会でありたいと思います。

議会運営委員会委員長　高　橋　政　悦

編 集 後 記

総務産業

委員長 桜井崇裕

副委員長 中島里司

委　員

高橋政悦
佐藤幸一
口田邦男
西山輝和

厚生文教

委員長 木村好孝

副委員長 北村光明

委　員
原　紀夫
奥秋康子
安田　薫

常　任　委　員　会常設委員会
議会運営委員会

委員長 高橋政悦

副委員長 奥秋康子

委　員
桜井崇裕
木村好孝
西山輝和

新たな
  委員会構成
　　　　　決まる

　委員の任期満了により、第２回臨
時会において、２常任委員会と議会
運営委員会の構成が変わりました。
　今回の常任委員選任から２常任委
員会は所管の変更を行い、「総務産業」
と「厚生文教」に変わりました。

鈴木議員の辞職について
　鈴木孝寿議員から、一身上の都合により議員を辞職したい旨の
願い出があり、１月23日、議長はこれを許可し、辞職されました。

議会を傍聴しました。（12月16日 女性セミナー）

厚生文教常任委員会

傍聴席から見る議場
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